
 

令和６年度進行管理・評価シート 

添田町 歴史的風致維持向上計画（第２期）（令和６年３月１８日認定） 

 

□進捗評価シート（様式１）  

 ①．組織体制（様式１－１）  

 
 1. 法定協議会及び支援連携体制について １ 

 
②．重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２） 

 

 
 １. 添田町景観計画の周知、景観計画区域内における行為届出等の受付状況 ２ 

 ③．歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）  

 
 １. 中島家住宅活用整備事業 ３ 

 
 

２. 英彦山区域歴史的風致形成建造物修理事業・ 

  添田本町等区域歴史的風致形成建造物修理事業 
４ 

 
 ３. 公共施設修景整備事業 ５ 

 
 ４. 案内板等整備事業 ６ 

 
 ５. 普及啓発イベント事業 ７ 

 
 ６. 民俗芸能文化財等伝承支援事業・まちづくり団体育成支援事業 ８ 

 
 ７. 児童・生徒に対する意識向上推進事業 ９ 

 
④．文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４） 

 

 
 １. 添田町文化財保護条例に基づく指定文化財所有者への助成・支援 1０ 

 
 ２. 『添田町文化財保存活用地域計画』の策定 1１ 

 
⑤．効果・影響等に関する報道（様式１－５） 

 

 
 １. 町内歴史文化に関する報道、町広報「歴まちコラム」   1２ 

 
⑥．その他（効果等）（様式１－６） 

 

 
 １. 添田町公式 LINEの満足度調査 1３ 

□法定協議会等におけるコメントシート（様式２） 1４ 

 

 

 

 



添田町 － 1 

 

進捗評価シート  （様式１-１） 

評価軸①－１ 
組織体制 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

法定協議会及び支援連携体制について 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

計画に記載して
いる内容 

本計画の推進、実施にあたっては、計画策定時同様に商工観光振興課歴史文化財係が事

務局を担い、歴史まちづくり法第 11 条に基づく添田町歴史的風致維持向上計画推進協議

会において計画推進や計画変更、円滑な事業の実施に向けた協議を行い、事業を推進する

ことを基本とする。 

 計画の推進や事業の実施に際しては、国や福岡県の指導を仰ぎながら、庁内の関係各課

との連絡調整を行いつつ、事業対象となる文化財の所有者や周辺住民等と協議の上、一体

となって事業を推進する。 

 また、必要に応じて添田町文化財専門委員会に事業内容や計画の進捗状況等の報告を行

い、意見を求めることとする。 

定性的・定量的評価 

第２期計画の開始に伴い、法定協議会である『添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会』の委員の再

編について検討を行い、令和７年４月（4/16開催）での検討・審議に向けて資料作成を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

                                   
 

改変後（予定） 

氏   名 所  属（就任当時） 

依 田 浩 敏 
近畿大学 産業理工学部 
建築・デザイン学科教授 

須 永   敬 
九州産業大学 国際文化学部 
日本文化学科 教授 

知 足 美 加 子 九州大学 芸術工学研究院教授 

福岡県 教育庁 教育総務部 
文化財保護課 課長 

福岡県 建築都市部 
都市計画課 課長 

副町長 

教育長 

福 嶋  繁 明 前英彦山行政区長 

進 藤  彰 史 町三行政区長 

計 ９名 

改変前 

氏   名 所  属（就任当時） 

森 山  沾 一 
福岡県立大学 名誉教授 

田川市石炭・歴史博物館 館長 

段 上  達 雄 
別府大学 教授（学長補佐） 

福岡県文化財保護審議会専門委員 

知 足 美 加 子 九州大学 芸術工学研究院教授 

城 戸  康 利 
太宰府市 教育委員会 

元文化財課 課長 

岡    大 輔 
特定非営利活動法人 

デザイン都市プロジェクト理事長 

福岡県 教育庁 教育総務部 

文化財保護課 課長 

福岡県 建築都市部 

都市計画課 課長 

国土交通省 九州地方整備局 

建政部 計画管理課 課長 

副町長 

教育長 

福 嶋  繁 明 英彦山行政区長 

椎 野  英 樹 町二行政区長 

進 藤  彰 史 町三行政区長 

計 13 名 
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進捗評価シート  （様式１-２） 

評価軸②－１ 
重点区域における良好な景観を形成する施策 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

添田町景観計画の周知、 

景観計画区域内における行為届出等の受付状況 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

計画に記載して
いる内容 

本町の景観計画区域は、町域全域が指定され、添田町景観条例によって対象行為の届出

制度等の事務手続きを本町が担っている。 

本計画における「英彦山区域」と「添田本町等区域」の二つの重点区域は、景観形成重点

区域の指定候補地として位置づけられている。 

景観計画区域においては、建築物等の新築、増築、改築又は移転、外観を変更する模様

替え、色彩変更、開発行為、太陽光・水素等発電施設、土地の開墾、土石の採取、鉱物の採

掘、その他の土地の形質の変更、木竹の伐採、屋外における物件の堆積を対象に景観の届

出が必要となる。これにより、重点区域内の良好な景観形成の誘導、適正な維持管理に努

める。 

定性的・定量的評価 

令和６年３月に策定した「添田町景観計画」について、実際に 10 月から行為届出書など必要となること

から、計画概要等について、町内各地で計 7回の説明会を実施した。 

また、開発行為等の行為の届け出等の受付事務が開始された 10月以降、2件の受付の処理を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

開催日時 開催場所 出席人数 

令和６年 5 月３０日(木) 

１９:００～２０:３０ 
中元寺公民館 ２８人 

    ６月 ６日(木) 

１９:００～２０:３０ 
津野公民館 １９人 

    ６月１３日(木) 

１９:００～２０:３０ 
彦山総合センター ３１人 

    ６月２０日(木) 

１９:００～２０:３０ 
彦一公民館 １５人 

     ６月２５日(火) 

１９:００～２０:３０ 
オークホール １５人 

     ６月２６日(水) 

１９:００～２０:３０ 
オークホール １９人 

     ６月２９日(土) 

１０:００～１１:３０ 
オークホール   ２人 

受付日 届出様式 行為の種別 行為の規模 

R6.11.25 ３号 事前協議 建物新築 
延べ床面積：600.27 ㎡ 

敷地：2,067 ㎡ 

R6.11.27 ７号 行為の通知書 土地の形状の変更 
行為の面積：23,608 ㎡ 

開設道路長：1,091ｍ 

６.13 彦山総合センター 

６.26 オークホール 

添田町景観計画の概要説明会の開催状況 

令和６年度の行為届出書等の状況（令和６年１０月３１日～令和７年３月１７日時点） 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－１ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

中島家住宅活用整備事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載して
いる内容 

策定した保存活用計画に基づき、今後の公開活用に向けて、文化財に指定されていない

庭園等の活用整備を実施する。 

定性的・定量的評価 

令和５年度の基本設計に基づき、令和７年度の庭園整備着手に向けた実施設計を実施した。 

実施設計の協議にあたっては、中島家住宅の指定管理受託者とも、管理が容易、かつ整備費だけでなく

維持管理費の抑制が図れるような整備に向けて協議を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

庭園整備イメージ（案） 

実施設計業務の成果 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－２ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

英彦山区域歴史的風致形成建造物修理事業、 

添田本町等区域歴史的風致形成建造物修理事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 ～ 令和１５年度 

支援事業名 町単独 

計画に記載して
いる内容 

歴史的風致形成建造物の指定の方針に基づき、歴史的風致形成建造物に指定した建造

物において、個人（団体）が実施した修理・活用を図るための費用の一部について、助成金

を交付し、支援する。 

定性的・定量的評価 

第２期計画中の早期段階での着手に向けて、候補建造物所有者と協議を行った。 

特に、英彦山区域においては、宿坊整備のための歴史的建造物の整備の実施に向けて、本格的な検討が

行われているため、本件が先行事例となり、他の歴史的建造物への波及・所有者等の意欲の高まりを期待

したい。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英彦山区域における歴史的建造物の宿坊活用に向けた検討資料 

実施設計業務の成果 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－３ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

公共施設修景整備事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 ～ 令和１５年度 

支援事業名 町単独 

計画に記載して
いる内容 

スロープカー花駅（旧英彦山小学校校舎）について、周辺景観と調和した材料・色彩で覆

う等の修景整備を行うとともに、建物内で展示している英彦山の歴史的風致を内容の充

実化を図る。 

定性的・定量的評価 

平成２８年度に策定した『英彦山地区基本設計』を資料として、庁内関係各課と協議を行った。 

当該施設を修景するにあたり、旧体育館などあまり活用されていない空きスペースにおいて、英彦山の

歴史文化の伝承機能の拡充の可能性について検討を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修景した場合の遠景 

『英彦山地区基本設計』の修景イメージ 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－４ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

案内板等整備事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 ～ 令和１５年度 

支援事業名 町単独 

計画に記載して
いる内容 

歴史的建造物等の資源に設置されている案内板や誘導サインのうち、経年劣化等により

その機能を発揮できていない物を除去するとともに、未設置の資源も含めてデザイン方針

に基づいた案内板等を設置する。併せて、交通結節点等に総合案内板を設置する。 

定性的・定量的評価 

平成２６年度に策定した『添田町公共サインガイドライン』に基づき整備してきたが、策定時から、来町者

のニーズや案内対象素材の状況が異なるため、設置・撤去すべきサインの再検討を庁内関係各課と行っ

た。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1期計画期に実施した案内板等整備事業の概要 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－５ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

普及啓発イベント事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 ～ 令和１５年度 

支援事業名 町単独 

計画に記載して
いる内容 

本町に点在する歴史文化遺産を活かしたまちづくりや歴史的風致維持向上計画の推進

のため、勉強会や講演会等の普及啓発のためのイベントを開催する。 

定性的・定量的評価 

【評価軸②－１の再掲】 

添田町景観計画の概要説明時に、『添田町歴史的風致維持向上計画（第 2期）』の概要説明を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日時 開催場所 出席人数 

令和６年 5 月３０日(木) 

１９:００～２０:３０ 
中元寺公民館 ２８人 

    ６月 ６日(木) 

１９:００～２０:３０ 
津野公民館 １９人 

    ６月１３日(木) 

１９:００～２０:３０ 
彦山総合センター ３１人 

    ６月２０日(木) 

１９:００～２０:３０ 
彦一公民館 １５人 

    ６月２５日(火) 

１９:００～２０:３０ 
オークホール １５人 

    ６月２６日(水) 

１９:００～２０:３０ 
オークホール １９人 

    ６月２９日(土) 

１０:００～１１:３０ 
オークホール  ２人 

添田町景観計画（歴史的風致維持向上計画）の概要説明会の開催状況【再掲】 

６.６ 津野公民館 ６.20 彦一公民館 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－６ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

民俗文化財等伝承支援事業、 

まちづくり団体育成支援事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 ～ 令和１５年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業） 

計画に記載して
いる内容 

【民俗文化財等伝承支援事業】 

神幸祭等の祭礼や神楽等の民俗芸能を行っている活動団体に対して、活動の維持や後

継者育成に資する活動経費の一部について、助成金を交付し支援する。 

 

【まちづくり団体育成支援事業】 

本町に点在する歴史文化遺産を保存・活用するため、歴史文化遺産の保存・活用に係

る文化財保護・まちづくり団体の活動経費の一部について、助成金を交付し支援する。 

定性的・定量的評価 

『民俗文化財等伝承支援事業』として、高齢化により会員不足となっている彦山踊り保存会が実施した後

継者育成と、今後も彦山踊りを存続できるよう使用する三味線の修理等の活動に対し支援を行った。それ

により、通常の体制で本番に臨むことができ、地域の方を中心に参加を募る環境を整えられたことで、次

年度以降も継続した活動が期待できるようになった。 

また、町二山笠運営委員会によるＳＮＳ等を活用した山笠巡行のための参加者の募集や活動の周知活

動、格納を容易にするための保管倉庫の改修、山笠の修理事業について、『民俗文化財等伝承支援事業』と

して支援を行った。その結果、組立て作業や保管作業が容易となり負担の軽減を図ることができ、SNS で

も山笠の活動状況等を積極的に発信したことで、活動の話し合いに次代を担う若い世代の参加も見られ

た。引き続き、参加者等の募集により、山笠巡行が維持されていくことが期待できる。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

彦山踊りが実施した三味線修理 

（修理前）           （修理後） 

町二山笠運営委員会が実施した山笠修理 

（修理前）             （修理後） 
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進捗評価シート  （様式１-３） 

評価軸③－７ 
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

児童・生徒に対する意識向上推進事業 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

事 業 機 関 令和６年度 ～ 令和１５年度 

支援事業名 町単独 

計画に記載して
いる内容 

後世への伝承者である児童・生徒に対し、町内の小・中学校と協力しながら、添田町の歴

史や歴史文化遺産に関する授業に取組むため、授業への学芸員等の派遣、文化財の現地見

学等の本町の歴史文化への意識向上に資する取組みを実施する。 

定性的・定量的評価 

町内の小学校から依頼により、中島家住宅等の社会見学時に、学芸員による授業を 2 回（９/20、

12/10）行った。また、町外の小学校からの依頼により、学芸員を派遣し、添田町の歴史の出前授業を行っ

た（10/25）。 

また、『令和６年度全国高等学校総合体育大会登山大会』が開催された際、全国から訪れた都道府県代表

者に対し、学芸員により添田町の紹介と併せ、競技会場である英彦山の歴史等の講義を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中島家住宅での出前授業使用した資料（12/10分） 



添田町 － 10 

 

進捗評価シート  （様式１-４） 

評価軸④－１ 
文化財の保存又は活用に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

添田町文化財保護条例に基づく指定文化財所有者への助成・支援 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

計画に記載し
ている内容 

文化財の修理は、歴史の真正性を担保するため、過去の改変履歴や調査記録等の活用

と、新たな調査研究に基づき実施することを基本とする。 

特に指定文化財の修理は、文化財保護法や福岡県、添田町の文化財保護条例に基づくと

ともに、文化庁や福岡県教育委員会、福岡県文化財保護審議会、添田町文化財専門委員会

等の関係機関の指導を仰ぎつつ、それらと連携して実施する。また、所有者等の財政的負担

の軽減を考慮し、各種補助制度を積極的に活用する。 

定性的・定量的評価 

【英彦山神宮上宮等保存修理工事に係る支援】 
英彦山神宮において、文化庁等の補助金を活用し、令和4年度から保存修理工事に着手している英彦

山中岳山頂にある上宮については、令和６年度は、主に拝殿の工事を実施（基礎工事、屋根工事、柱取替
など）しており、併せて令和５年７月の大雨で園内に土砂が流入した「旧政所坊庭園（国指定名勝「英彦山
庭園」）」の災害復旧工事について、助言とともに添田町文化財保護条例に基づく補助金により支援を行
った。 

【野田の高札場の保存修理工事に係る支援】 
 令和６年３月に町の文化財に指定された『野田の高札場』について、所有者による腐食した柱の取替え
や歪み等の修正など保存修理工事に対し、助言とともに添田町文化財保護条例に基づく補助金により支
援を行った。併せて、周知のための説明板の設置を行った。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上宮の保存修理工事の状況 
(宝殿の屋根）                （拝殿の基礎工事） 

旧政所坊庭園の災害復旧工事 

野田の高札場の保存修理工事の状況 

(修理前）                  （修理後） 

野田の高札場に 
設置した説明板 
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進捗評価シート  （様式１-４） 

評価軸④－２ 
文化財の保存又は活用に関する事項 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目 現在の状況 

『添田町文化財保存活用地域計画』の策定 

□実施済 
■実施中 
□未着手 

計画に記載し
ている内容 

本町では、このような町内各地に眠る数多くの未指定の歴史・文化遺産を掘り起こし、活

用することを趣旨とする「添田町歴史的文化遺産活用まちづくり基本構想」を策定しており、

この基本構想に基づき施策を展開している。 

このような状況を踏まえ、今後も地域に存在する指定・未指定の文化財の実態を把握す

る取組みを進めるとともに、本計画における保存・活用の方策を講じる他、文化財として新

たに指定すること等により、文化財の保護を図る。 

定性的・定量的評価 

文化財保護法の改正により、「歴史文化基本構想」に具体的な目標や取組みを記載した基本的なアクショ
ンプランを拡充し、未指定を含めた文化財をまちづくりや観光など他の行政分野とも連携し、総合的に文
化財の保存・活用を進めていくための枠組みである「文化財保存活用地域計画」の策定に取り組んでいる。 
添田町文化財専門委員会等からの助言・指導を仰ぎながら、文化庁と協議を実施し、令和７年度中の文

化庁の認定を目指している。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討中の『添田町文化財保存活用地域計画』 
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進捗評価シート  （様式１-５） 

評価軸⑤－１ 
効果・影響等に関する報道 

評価対象年度 令和６年度 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

イベント（英彦山駆け上がり大会、英彦山山開き、甘木歴
史資料館で英彦山参り追体験の企画展、ＢＲＴで
酒蔵巡り） 

4/17、5/31、
R7.1/28、2/22 

西日本新聞 

英彦山神宮上宮等保存修理工事関連 
  （中岳 5月 5・6日開放、上宮参道工事、上宮登山

者社殿内に侵入か） 

4/26、7/26、
12/26・２７ 

西日本新聞、読売新聞 

高校総体関連（登山協定締結式、登山開会式） 6/25、8/3 読売新聞、 

ひこさんホテル和 10月営業再開 8/25 毎日新聞 

役場に小次郎像 9/25 西日本新聞 

四季の植物（紅葉、ススキ、ロウバイ） 11/13、R7.2/18 読売新聞、西日本新聞 

よみがえれ修験の道 英彦山山伏の挑戦 R7.3/29 ＮＨＫ 

歴まちコラム ～歴史と文化のふる里探訪～  

町広報 

難攻不落と言われた城 岩石城の歴史 令和 6年 4月号 

謎が多く残る剣士 佐々木小次郎と添田町 6月号 

添田町自慢の景観を守るために 8月号 

日本を支えた「筑豊炭田」 添田町の炭鉱の歴史 10月号 

田川郡で最古の絵馬は落合の高木神社に⁉ 12月号 

御用日記に残る節分と鬼杉にまつわる伝説 令和 7年 2月号 

新型コロナウイルスの第5類移行によるイベント再開に伴い、徐々に新聞等の掲載件数は増えつつある。
特に、英彦山神宮上宮等保存修理工事の竣工が近づき掲載が増えており、竣工後においては、英彦山詣
で、来町機運の起爆剤となることが期待できる。 
また、町広報において、本町の歴史・文化を紹介する「歴まちコラム」は、平成 27 年から隔月で掲載し続

けており、本町の歴史・文化の周知の一躍を担っている。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

著作権保護のため、新聞記事は掲載しておりません。 

町広報に掲載した『歴まちコラム』 

   R７．2月号          Ｒ６．１2月号   10月号      ８月号     6月号     4月号  
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進捗評価シート  （様式１-６） 

評価軸⑥－１ 
その他（効果等） 

評価対象年度 令和６年度 

項                       目  

添田町公式 LINEの満足度調査 

 

計画に記載し
ている内容 

本町の文化財は、これまで活用が効果的に行われていなかった状況もあり、本町内外の

人々の文化財に対する認識が低下していることから、より多くの人々に文化財の存在を知

ってもらい、理解してもらう機会を提供する、普及・啓発の取組みが重要である。 

定性的・定量的評価 

添田町公式 LINE配信 1年後の満足度アンケート調査を令和 7年 1月 17日から 1月 31日にかけて
実施した。 
満足度としては、満足 38.8%、概ね満足 41.3%であり、回答者の 80%は概ね満足しているとの結果

であった。その中で情報発信としては改善してほしい点や追加してほしい機能として、イベント、観光情報
などもっと知りたいとの意見もいただいている。 
今後も文化財の存在を知ってもらい、理解してもらう機会を提供する情報発信のツールとして積極的に

活用する。 

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針 

■計画どおり進捗している 
□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 
 
 
 
 

 
Ｑ．現在の添田町公式 LINEによる情報配信で改善してほしい点、追加してほしい機能等 

⚫ イベント、観光情報、県主催でも町内で行うイベントなどをもっと知りたい。 

⚫ 図書館情報や文化・スポーツ情報、私公関わらずの習い事、各地区の情報イベント情報 

⚫ 特産品や草花が旬を迎えそうになったら、知りたい 

⚫ 地域の面白い話題 

⚫ 店舗の美味しい物の配信 

⚫ ふるさと祭り、花火大会の情報をくわしく知りたかった。 

⚫ 添田町に関する TV 放送の情報 
 

公式 LINE配信 1年後のアンケート調査概要 

  対象：公式 LINE登録者（約 3,000人） 

  回答：約 300人 
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法定協議会におけるコメント （様式２） 

評価対象年度 令和６年度 

・法 定 協 議 会 等 におけるコメント  

 
コメントが出された会議等の名称： 第 22回 添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会 

会 議 等 の 開 催 日 時： 令和 7年 4月 16日（水） 午後２時 00分～３時 00分 

（コメントの概要） 
 

 

Ｑ１：進捗評価については、毎年しないといけないのか？ 
 
 
 

Ｑ２：英彦山の木の鳥居は修復するのか？ 
   修復しないのであれば、案内看板などを設置してはどうか。 

 
 

Ｑ３：英彦山修験道館の展示物をスロープカー花駅（旧英彦山小学校）に移した場合、英彦 

山修験道館の活用予定はあるのか？ 

 
 

Ｑ４：彦山踊りの映像記録などはあるのか？ 
 
 
 

Ｑ５：政所坊庭園の池の状態が良くないように感じるが、対策等はしているのか？ 
 
 
 
 
 
 
（今後の対応方針） 
 

 

Ａ１：進捗評価は毎年する必要がある。 
計画期間１０年のうち、５年目に中間評価、１０年目に最終評価をする必要がある。 

 
 

Ａ２：令和７年度に英彦山神宮において修復予定。 
 
 

Ａ３：出土遺物の保管・管理・展示をする施設として活用を検討している。  
 
 

Ａ４：他の民俗芸能とともに福岡県が撮影したものがあり、ユーチューブにもアップされて 
いる。彦山踊りのアドレスは以下のとおり。 
https://www.youtube.com/watch?v=pH-nGjiNGnI 

 
 

Ａ５：令和５年度の大雨で土砂が流入し庭園の一部が崩れたが、英彦山神宮により令和６年 
度に修復工事を行い、土砂の搬出等は完了している。 

 
 

 

https://www.youtube.com/watch?v=pH-nGjiNGnI

